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 要  旨 
CDや画集の再現画像を見比べると，色がそれぞれ異なっていることが多い．そ
こで，本研究では，複数の出版物に対して再現色の相違点を調査し，その原因に
ついて考察することを目的とした． 
調査は，絵画作品7点と江戸時代の着物223領（うち14領についてはデジタルカ
メラによる写真画像も）を対象とした．絵画作品は，原画を，色情報を保存する
よう撮影した写真画像（測色値画像）と画集3冊を比較する．着物については，写
真画像（測色値画像）とCDカタログ画像，展覧会図録画像の3つの比較を行う．
測色値画像のある絵画，および着物画像では，測色値画像を基準とし，出版物
での再現色の違いを調査した． 
その後，着物のCD画像と図録画像233領分を用いて，CD画像と図録画像の再現色
の特徴を調査した． 
調査方法として，代表色，平均色，色域，L*a*b*色空間での明度，8色相（Y，O，
R，P，B，T，G，L）＋無彩（N）に分けた際の彩度，隣接画素でのコントラスト，
同一ピクセルでの色差に着目し，多方向からの調査を試みた． 
その結果，画集については，色相差ではなく，明度差と彩度差を合わせたトー
ン差が大きくなるように，コントラストを強めていることが分かった。これは，
人が絵画を見た際に，トーンのコントラストを大きくした画像を好ましいと感じ，
補正を加えているからだと推測できる． 
着物画像について，測色値画像とCD画像，図録画像を比較したところ，色域に
大きな違いが見られ，測色値画像では，彩度の高い緑が使われているが，CD画像，
図録画像では，彩度の高い緑は使われていないことが分かった． 
CD画像と図録画像の比較では，CD画像の方が全体的に明るく作成されており，
図録画像は，CD画像に比べ，コントラストが大きいことが分かった．なお，鮮や
かな紫や青の地の場合，傾向が異なり，CD画像は，画集画像よりも明度が低く，
紫の彩度が高い特徴が見られた． 
これらの出版物の再現色の特徴を知ることにより，出版物を使用する分析や人
の見え，記憶色の傾向を知る新たな手がかりになると考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
